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１ 調査概要 

１－１ 調査目的 

本アンケートは、市民や事業者、団体における「環境への取組」や「今後の市の環境

施策に期待すること」などを把握し、平塚市環境基本計画の改定に反映していくための

基礎資料を得ることを目的に実施しました。 

 

１－２ 調査方法 

● アンケートの調査方法 

 市 民 事業者 団体 

調査対象 18 歳以上の市内居住者 市内事業所 

環境ファンクラブ登録

団体及び市民活動セン

ター掲載団体 

抽出法 
住民基本台帳による 

層化無作為抽出法 

市民法人税関連データを

基に業種の分布を考慮し

抽出 

環境ファンクラブ登録

団体及び市民活動セン

ター掲載団体から抽出 

調査方法 郵送配付・郵送回収 郵送配付・郵送回収 郵送配付・郵送回収 

調査期間 
平成 27 年 12 月 25 日 

～平成 28 年 1 月 20 日 

平成 27 年 12 月 25 日 

～平成 28 年 1 月 20 日 

平成 27 年 12 月 25 日 

～平成 28 年 1 月 20 日 

配布数 2,500 件 200 件 30 件 

回収数 889 件 90 件 19 件 

回収率 35.6％ 45.0％ 63.3％ 

 

１－３ 調査項目 

(１) 市民アンケート 

① 環境に対する考えについて 

② 地域での環境保全活動への参加について 

③ 家庭での環境配慮行動について 

④ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備・機器の導入について 

⑤ 身近な環境に対する満足度 

⑥ 平塚市の望ましい環境 

⑦ 市の環境施策について 
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(２) 事業者アンケート 

① 環境に対する考えについて 

② 事業所での環境配慮行動について 

③ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備・機器の導入について 

④ 市の環境施策への要望 

 

(３) 団体アンケート 

① 実施する環境保全活動 

② 他の団体・個人との連携 

③ 今後の環境保全活動の実施について 

④ 市の環境施策について 

 

１－４ 結果の集計・整理について 

(１) 回答者数 

グラフ内にあるｎは、回答者数を表します。 

 

(２) 回答率 

回答率については、百分率で表示し、設問毎に各回答を回答者総数で除した割合で、

小数第２位を四捨五入集計しており、百分率合計が 100％にならない場合があります。 

 

(３) 無回答 

無回答には無効も含まれています。無効とは、単一回答カ所に複数回答した場合の

除外回答で、無回答は無記入の意味であり、両者を合算して無回答として集計してい

ます。 

 



3 

２ 市民調査結果 

２－１ 回答者の属性 

● 性別       ● 年齢 

男性

36.6%

女性

44.1%

無回答

19.3%

（n=889）

18～19歳

1.6%
20～29歳

8.2%

30～39歳

13.0%

40～49歳

17.8%

50～59歳

15.9%

60～69歳

23.2%

70歳以上

17.0%

無回答

3.4%

（n=889）  
 

● 職業       ● 世帯構成 

学生

3.7%

会社員・公務員

・団体職員

29.7%

自営業

5.5%

家事従事者

16.1%

パート・

アルバイト

15.7%

無職

22.6%

その他

2.6%

無回答

4.0%

（n=889）

ひとり暮らし

8.4%

夫婦のみ

24.3%

二世代同居

（親と子）

52.3%

三世代同居

（祖父母と親と子）

8.9%

その他

2.7%
無回答

3.4%

（n=889）
 

 

● 市内の居住年数      ● 住居の形態 

２年未満

3.9%

２年以上

～５年未満

6.0%

５年以上

～10 年未満

7.4%

10 年以上

～20 年未満

13.9%

20 年以上

～30 年未満

18.3%

30 年以上

47.1%

無回答

3.3%

（n=889）

一戸建て

（住居のみ）

65.4%

一戸建て

（工場または店舗併設）

2.6%

集合住宅

27.0%

その他

1.9%

無回答

3.1%

（n=889）  
 

● 住まいの地域 

海岸地区

17.5%

平塚地区

15.5%

大野地区

17.8%
豊田地区

2.7%

城島地区

1.1%

岡崎地区

5.3%

金田地区

3.6%

神田地区

8.4%

金目地区

6.5%

土沢地区

2.6%

旭地区

15.5%

無回答

3.4%

（n=889）  
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２－２ 環境に対する考えについて 

問１ あなたの環境に対するお考えについてお聞きします。 

 特にそう思うものを３つまで選び、番号に○を付けてください。 

11.9%

70.6%

43.2%

17.8%

31.8%

46.6%

45.3%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全の取組を進めることは、お金の節約につながる

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼし

ている

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めることは重要である

エコマークのついた商品や再生品など、環境に配慮した製品を選ぶ

ことは重要である

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境

教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供するこ

とが重要である

無回答

（n=889）

日常生活における一人ひとりの行動が、

環境に大きな影響を及ぼしている

エコマークのついた商品や再生品など、

環境に配慮した製品を選ぶことは重要である

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、

環境教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、

効率的・効果的に提供することが重要である

 

 

１. 日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている 

２. 大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境教育や環境学

習が重要である 

３. 環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供することが重要であ

る 
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２－３ 地域での環境保全活動への参加について 

問２ 市内では、市主催以外でも、地域の住民や市民団体などが主体となって環境保全

活動を実施しています。このような環境保全活動に参加したいと思いますか。当て

はまるものを１つ選び、番号に○をつけてください。  

参加している

13.9%

機会があれば

参加したい

32.1%
参加したいと思うが、

参加できない

23.5%

参加したいとは

思わない

14.7%

わからない

13.2%

無回答

2.6%

（n=889）  
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●年齢別 

13.9%

1.4%

6.9%

15.2%

9.9%

17.0%

25.8%

10.0%

32.1%

42.9%

26.0%

26.7%

32.9%

32.6%

36.4%

29.8%

36.7%

23.5%

21.4%

28.8%

22.4%

22.8%

27.7%

20.4%

21.2%

33.3%

14.7%

14.3%

30.1%

21.6%

12.0%

20.6%

10.2%

7.3%

6.7%

13.2%

21.4%

12.3%

19.8%

16.5%

8.5%

12.6%

9.9%

10.0%

2.6%

1.4%

2.6%

0.6%

0.7%

3.4%

6.0%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=889）

18～19歳

（n=14）

20～29歳

（n=73）

30～39歳

（n=116）

40～49歳

（n=158）

50～59歳

（n=141）

60～69歳

（n=206）

70歳以上

（n=151）

無回答

参加している 機会があれば参加したい
参加したいと思うが、参加できない 参加したいとは思わない
わからない 無回答

 

 

全体 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答数 889 14 73 116 158 141 206 151

参加している 13.9% 0.0% 1.4% 6.9% 15.2% 9.9% 17.0% 25.8%

機会があれば参加したい 32.1% 42.9% 26.0% 26.7% 32.9% 32.6% 36.4% 29.8%

参加したいと思うが、参加できない 23.5% 21.4% 28.8% 22.4% 22.8% 27.7% 20.4% 21.2%

参加したいとは思わない 14.7% 14.3% 30.1% 21.6% 12.0% 20.6% 10.2% 7.3%

わからない 13.2% 21.4% 12.3% 19.8% 16.5% 8.5% 12.6% 9.9%

無回答 2.6% 0.0% 1.4% 2.6% 0.6% 0.7% 3.4% 6.0%
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問３ 問２で、「１ 参加している」と回答した方にお聞きします。参加している環境保

全活動は、どのようなものですか？当てはまるものをすべて選び、番号に○をつけ

てください。  

84.7%

9.7%

12.9%

16.1%

8.1%

5.6%

8.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域や自宅周辺の清掃・美化活動

地域のリサイクル活動（例：フリーマーケットへの参加など）

地域の緑化活動（例：自宅近くの公園の花壇の整備など）

河川や海岸の保全活動（例：海や川のごみ拾いなど）

自然や生物の保護活動（例：里山の保全活動など）

環境をテーマとした講座・講演会・勉強会・イベント

その他

無回答

（n=124）  

 

１. 地域や自宅周辺の清掃・美化活動 

２. 河川や海岸の保全活動（例：海や川のごみ拾いなど） 

３. 地域の緑化活動（例：自宅近くの公園の花壇の整備など） 
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問４ 問２で、「２ 機会があれば参加したい」「３ 参加したいと思うが、参加できな

い」と回答した方にお聞きします。参加したい環境保全活動は、どのようなもので

すか？当てはまるものをすべて選び、番号に○をつけてください。  

49.4%

22.5%

28.5%

37.9%

30.0%

22.5%

2.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域や自宅周辺の清掃・美化活動

地域のリサイクル活動（例：フリーマーケットへの参加など）

地域の緑化活動（例：自宅近くの公園の花壇の整備など）

河川や海岸の保全活動（例：海や川のごみ拾いなど）

自然や生物の保護活動（例：里山の保全活動など）

環境をテーマとした講座・講演会・勉強会・イベント

その他

無回答

（n=494）  

 

１. 地域や自宅周辺の清掃・美化活動 

２. 河川や海岸の保全活動（例：海や川のごみ拾いなど） 

３. 自然や生物の保護活動（例：里山の保全活動など） 

 

●年齢別 

全体 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答数 889 14 73 116 158 141 206 151

地域や自宅周辺の清掃・美化活動 27.4% 35.7% 17.8% 23.3% 30.4% 20.6% 33.0% 28.5%

地域のリサイクル活動
（例：フリーマーケットへの参加など）

12.5% 21.4% 20.5% 15.5% 14.6% 15.6% 7.3% 7.3%

地域の緑化活動
（例：自宅近くの公園の花壇の整備など）

15.9% 28.6% 15.1% 9.5% 12.0% 17.0% 20.4% 17.9%

河川や海岸の保全活動
（例：海や川のごみ拾いなど）

21.0% 42.9% 27.4% 24.1% 25.9% 22.7% 19.9% 9.3%

自然や生物の保護活動
（例：里山の保全活動など）

16.6% 7.1% 13.7% 19.0% 17.7% 17.7% 19.9% 10.6%

環境をテーマとした講座・講演会
・勉強会・イベント

12.5% 7.1% 9.6% 8.6% 13.3% 14.9% 15.0% 11.3%
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問５ 問２で、「２ 機会があれば参加したい」「３ 参加したいと思うが、参加できな

い」「４ 参加したいとは思わない」「５ わからない」と回答した方にお聞きしま

す。参加していない理由は、どのようなものですか？当てはまるものをすべて選び、

番号に○をつけてください。  

22.6%

13.6%

26.3%

13.9%

1.6%

47.7%

9.2%

10.2%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境問題の現状がわからない

参加したい活動を行っている団体が身近にない

活動の仕方や情報など相談窓口がわからない

活動による効果が実感できない

家族や仲間の協力が得られない

活動するための時間がない

活動するためのお金がない

その他

無回答

（n=742）  

 

１. 活動するための時間がない 

２. 活動の仕方や情報など相談窓口がわからない 

３. 環境問題の現状がわからない 
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問６ 環境保全活動を進めていく上で、どのような環境教育・環境学習の機会があると

よいと思いますか。特に重要と思うものを３つまで選び、番号に○を付けてくださ

い。  

19.9%

41.8%

25.8%

35.7%

43.4%

10.6%

7.5%

46.5%

16.0%

1.9%

5.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然観察の場所や機会の充実

自然に親しみ、自然の中での遊びのできる場所や機会の充実

地元農産物について学んだり、農業体験をしたりできる場所や機会

の充実

省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギーに関する講座やイベン

トの充実

ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに関する講座やイベント

の充実

社会人向けの環境をテーマにした講座・イベントの充実

事業者向けの環境をテーマにした講座・イベントの充実

学校による環境教育・環境学習の推進

企業による環境教育・環境学習の推進

その他

無回答

（n=889）

地元農産物について学んだり、農業体験をしたりできる

場所や機会の充実

省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギーに

関する講座やイベントの充実

ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに

関する講座やイベントの充実

 

１. 学校による環境教育・環境学習の推進 

２. ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに関する講座やイベントの充実 

３. 自然に親しみ、自然の中での遊びのできる場所や機会の充実 

 

●年齢別 

全体 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答数 889 14 73 116 158 141 206 151

自然観察の場所や機会の充実 19.9% 21.4% 19.2% 31.0% 13.9% 15.6% 21.8% 17.9%

自然に親しみ、自然の中での遊びのできる
場所や機会の充実

41.8% 57.1% 45.2% 47.4% 41.8% 35.5% 46.1% 35.8%

地元農産物について学んだり、農業体験を
したりできる場所や機会の充実

25.8% 28.6% 28.8% 37.1% 27.8% 27.0% 19.4% 19.9%

省エネ・節電等、暮らしに役立つエネルギー
に関する講座やイベントの充実

35.7% 21.4% 24.7% 33.6% 34.2% 33.3% 44.7% 37.1%

ごみの減量・分別等、暮らしに役立つごみに
関する講座やイベントの充実

43.4% 21.4% 41.1% 36.2% 43.7% 45.4% 48.5% 45.0%

社会人向けの環境をテーマにした講座
・イベントの充実

10.6% 7.1% 12.3% 10.3% 8.2% 14.2% 11.2% 9.9%

事業者向けの環境をテーマにした講座
・イベントの充実

7.5% 7.1% 5.5% 5.2% 9.5% 10.6% 7.8% 5.3%

学校による環境教育・環境学習の推進 46.5% 57.1% 45.2% 50.0% 50.0% 50.4% 45.6% 36.4%

企業による環境教育・環境学習の推進 16.0% 28.6% 20.5% 12.9% 15.2% 16.3% 16.0% 14.6%
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２－４ 家庭での環境配慮行動について 

問７ ご家庭での環境配慮行動の実施状況についてお聞きします。 

 「現在の取組状況」について、あてはまるものを１つ選び、番号に○を付けてく

ださい。また、「現在の取組状況」で「2」と回答した方は、「今後の取組意向」

について、あてはまるものを１つ選び、番号に○を付けてください。 

92.6%

84.9%

87.9%

91.6%

95.7%

11.6%

28.8%

6.1%

62.3%

41.7%

48.6%

15.7%

90.1%

90.3%

45.8%

66.4%

59.5%

61.4%

70.6%

74.4%

93.5%

94.2%

86.4%

89.7%

63.0%

2.0%

4.7%

5.7%

0.3%

0.1%

18.3%

18.3%

8.1%

9.9%

14.1%

14.2%

19.1%

0.6%

3.7%

19.7%

11.2%

17.4%

8.7%

3.6%

10.0%

0.8%

0.6%

4.0%

3.3%

12.6%

0.4%

1.2%

0.4%

0.1%

0.1%

13.0%

9.6%

23.7%

3.9%

10.1%

9.3%

14.7%

0.2%

0.7%

12.9%

6.4%

6.7%

11.1%

2.0%

4.5%

0.7%

0.6%

1.6%

0.6%

6.5%

1.3%

2.9%

1.5%

35.7%

27.8%

34.6%

11.5%

23.4%

18.7%

32.3%

0.1%

1.0%

11.5%

5.8%

7.4%

8.4%

1.5%

5.1%

0.7%

0.4%

1.8%

1.1%

8.4%

1.2%

0.9%

0.4%

4.9%

1.7%

11.4%

7.1%

16.9%

5.6%

5.2%

3.6%

7.4%

5.7%

0.6%

2.1%

4.4%

3.1%

4.8%

16.8%

2.0%

0.7%

1.3%

2.7%

0.9%

3.6%

2.4%

5.3%

4.0%

3.0%

2.4%

10.0%

8.4%

10.6%

6.7%

5.5%

5.6%

10.7%

3.3%

3.7%

8.0%

5.7%

5.7%

5.5%

5.5%

4.0%

3.7%

2.9%

3.5%

4.5%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

油や調理くずを流さない。

洗剤やシャンプーなどは、使いすぎない。

水はこまめに止める。

海・山・川ではごみは必ず持ち帰る。

不法投棄は絶対にしない。

自然を知り・親しみ・守るボランティアや行事に参加する。

自然を守る活動や緑化活動に募金をする。

環境を守るための情報を発信する。

地元の農産物や海産物を購入し、地産地消につとめる。

平塚市が実施している春と秋の「まちぐるみ大清掃」に参加する。

家のまわりの道路や近くの公園の掃除をする

地域や近所の公園の緑化活動に参加する。

最低限のマナーとして、タバコやごみのポイ捨てはしない。

電気はこまめに消す。

テレビを見る時間を減らす。消すときは主電源も切る。

エアコンは省エネ温度（夏28 度、冬20 度）に設定する。定期的にフィル

ターを掃除する。

冷蔵庫は詰め込みすぎないようにする。季節ごとに温度設定を調節す

る。

自動車の利用を控えて公共交通機関を利用し、近くの場合は自転車や

徒歩にする。

急発進急停止を避けるなど、エコな自動車運転をこころがける。

買い物は余分な包装を省き、買い物袋を持参する。

シャンプーや洗剤は、つめかえ式のものを選ぶ。

資源再生物の分別を徹底し、指定の収集日に出す。

生ごみは水切りを徹底し、燃せるごみの量を減らす。

食べ物を大切にし、食べ残しを減らす。

紙コップ、紙ナプキン、わりばしなどの使いすてのものは使用しない。

（n=889）

実施している 今後実施したい 今後も実施しない

わからない 該当しない 無回答

エアコンは省エネ温度（夏28 度、冬20 度）に設定する。

定期的にフィルターを掃除する。

自動車の利用を控えて公共交通機関を利用し、

近くの場合は自転車や徒歩にする。
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■実施している 

１. 不法投棄は絶対にしない。 

２. 資源再生物の分別を徹底し、指定の収集日に出す。 

３. シャンプーや洗剤は、つめかえ式のものを選ぶ。 

■今後実施したい 

１. テレビを見る時間を減らす。消すときは主電源も切る。 

２. 地域や近所の公園の緑化活動に参加する。 

３. 自然を知り・親しみ・守るボランティアや行事に参加する。 

３. 自然を守る活動や緑化活動に募金をする。 
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２－５ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備・機器の導入について 

問８ ご家庭での省エネ・CＯ2 削減に役立つ機器・設備の導入についてお聞きしま

す。「現在の導入状況」について、あてはまるものを1つ選び、番号に○を付けて

ください。 

 また、「現在の導入状況」で「２」と回答した方は、「今後の導入の意向」につ

いて、あてはまるものを1つ選び、番号に○を付けてください。 

71.2%

19.2%

1.8%

56.0%

30.8%

52.6%

6.1%

4.2%

35.1%

2.1%

5.6%

8.4%

12.1%

8.8%

2.6%

13.6%

13.5%

18.8%

7.0%

6.4%

9.3%

6.4%

7.8%

14.1%

8.2%

13.0%

3.3%

9.0%

9.2%

9.4%

7.2%

5.7%

8.4%

6.1%

6.4%

12.9%

2.6%

38.5%

37.1%

7.5%

24.1%

8.7%

48.3%

51.1%

27.6%

52.3%

46.8%

35.5%

1.9%

11.2%

42.7%

7.3%

14.3%

3.8%

22.4%

23.2%

11.7%

22.5%

22.8%

19.8%

3.9%

9.2%

12.5%

6.5%

8.1%

6.6%

9.1%

9.4%

7.9%

10.6%

10.6%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

省エネ照明（ＬＥＤ照明など）

壁面緑化（緑のカーテン）

屋上緑化

省エネ性能の高いエアコン

省エネ性能の高い給湯器（エコジョーズ、エコキュート、エコウィル、エネ

ファーム）

省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫

太陽光利用設備（太陽光発電システム）

太陽熱利用設備（太陽熱温水器）

窓の断熱（断熱シート、断熱ガラス、二重窓など）

ＨＥＭＳ（家庭のエネルギー管理システム）

蓄電システム（リチウムイオン蓄電池など）

クリーンエネルギー自動車（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然

ガス自動車など）

（n=889）

導入している 今後導入したい 検討中

今後も導入予定はない 該当しない 無回答

省エネ性能の高い給湯器

（エコジョーズ、エコキュート、エコウィル、エネファーム）

クリーンエネルギー自動車

（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然ガス自動車など）

 

 

■導入している 

１. 省エネ照明（ＬＥＤ照明など） 

２. 省エネ性能の高いエアコン 

３. 省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫 

■今後導入したい 

１. 省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫 

２. クリーンエネルギー自動車（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然ガス自

動車など） 

３. 省エネ性能の高いエアコン 
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■検討中 

１. 壁面緑化（緑のカーテン） 

２. クリーンエネルギー自動車（プラグインハイブリッド車、電気自動車、天然ガス自

動車など） 

３. 省エネ性能の高い冷蔵・冷凍庫 

 

問９ 問８の「今後の導入意向」で、いずれかに「２」又は「３」と回答した方にお聞

きします。「検討中」「今後も導入予定はない」とお答えの理由として、最もあては

まるものを１つ選び、番号に○を付けてください。 

導入のメリットが

よくわからない

8.6%
導入が可能なの

かわからない、

判断がつかない

11.4%

導入したいが、

どこの設置業者

に頼んだらよい

かわからない

0.6%
効果に比べて

価格が高い

31.2%

補助金・税優遇措置の

利用の仕方がわからない

2.4%

導入できる

環境にない

29.7%

その他

9.2%

無回答

7.0%

（n=718）
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２－６ 身近な環境に対する満足度 

問10 お住まいになっている周辺の環境に対する“満足度”についてお聞きします。あ

てはまるものをそれぞれ１つ選び、番号に○を付けてください。 

 また、平塚市に１０年以上お住まいの方は、“１０年程前（平成１７年頃）との比較”

について、右側の欄にあてはまるものをそれぞれ１つ選び、番号に○を付けてください。 

●満足度 

28.5%

13.4%

22.2%

31.4%

20.6%

19.5%

15.6%

14.3%

19.7%

21.1%

11.6%

7.6%

12.0%

22.6%

14.5%

8.3%

12.0%

48.5%

50.2%

42.1%

42.4%

43.0%

48.3%

49.5%

45.3%

49.4%

48.9%

44.2%

44.9%

45.1%

42.3%

36.3%

48.5%

61.4%

16.9%

24.5%

23.4%

18.8%

24.6%

22.7%

22.8%

27.0%

21.8%

21.8%

30.0%

33.2%

30.3%

22.6%

31.9%

30.7%

20.1%

3.6%

7.5%

8.8%

2.6%

7.6%

4.2%

4.8%

7.1%

3.7%

3.9%

9.0%

8.5%

9.1%

8.9%

12.8%

6.3%

3.0%

2.6%

4.4%

3.6%

4.8%

4.2%

5.4%

7.2%

6.3%

5.4%

4.2%

5.2%

5.7%

3.5%

3.6%

4.4%

6.2%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいさ（排気ガス、悪臭がないなど）

河川や海などの水のきれいさ

まちの静かさ（騒音、振動がないなど）

身の回りでの有害化学物質の不安がない

安全・安心して暮らせる生活環境（災害、水害から

の安全性）

自然豊かで生きものが生息・生育できる

里山の自然とのふれあい

親しめる水辺

農業（田畑のある環境や地元農産物）への親しみ

みどりの豊かさ

調和のとれた美しい景観のまちなみ

歴史・文化の感じられるまち

まちの清潔さ（ごみの散乱がないなど）

公共交通（バス、電車）の利用しやすさ

自転車の利用しやすさ

自然環境に配慮したまちづくり

住まい周辺の環境の全般的な評価

（n=889）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

安全・安心して暮らせる生活環境

（災害、水害からの安全性）
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●10 年程前との比較 

14.3%

25.1%

10.6%

9.2%

12.9%

8.5%

7.8%

10.5%

13.3%

9.1%

9.9%

6.1%

16.4%

17.3%

10.9%

10.1%

11.9%

53.0%

41.4%

52.0%

55.1%

54.5%

49.3%

50.4%

49.4%

51.8%

49.2%

48.9%

57.1%

46.6%

56.8%

45.0%

53.1%

54.2%

10.2%

9.3%

19.1%

6.9%

9.2%

17.4%

12.9%

14.6%

10.1%

20.8%

19.0%

10.8%

18.7%

7.2%

25.6%

10.5%

12.6%

11.6%

12.7%

7.1%

15.4%

11.3%

12.2%

15.2%

12.3%

12.7%

7.6%

9.5%

13.5%

6.5%

6.4%

6.1%

14.2%

6.4%

10.9%

11.5%

11.2%

13.3%

12.0%

12.6%

13.7%

13.2%

12.0%

13.3%

12.7%

12.6%

11.8%

12.3%

12.3%

12.2%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいさ（排気ガス、悪臭がないなど）

河川や海などの水のきれいさ

まちの静かさ（騒音、振動がないなど）

身の回りでの有害化学物質の不安がない

安全・安心して暮らせる生活環境（災害、水害から

の安全性）

自然豊かで生きものが生息・生育できる

里山の自然とのふれあい

親しめる水辺

農業（田畑のある環境や地元農産物）への親しみ

みどりの豊かさ

調和のとれた美しい景観のまちなみ

歴史・文化の感じられるまち

まちの清潔さ（ごみの散乱がないなど）

公共交通（バス、電車）の利用しやすさ

自転車の利用しやすさ

自然環境に配慮したまちづくり

住まい周辺の環境の全般的な評価

（n=706）

良くなった 変わらない 悪くなった 分からない 無回答

安全・安心して暮らせる生活環境

（災害、水害からの安全性）

安全・安心して暮らせる生活環境

（災害、水害からの安全性）
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●満足度 

■満足（「満足」「やや満足」の合計） 

１. 空気のきれいさ（排気ガス、悪臭がないなど） 

２. 身の回りでの有害化学物質の不安がない 

３. みどりの豊かさ 

■不満（「不満」「やや不満」の合計） 

１. 自転車の利用しやすさ 

２. 歴史・文化の感じられるまち 

３. まちの清潔さ（ごみの散乱がないなど） 

 

●10 年程前との比較 

■良くなった 

１. 河川や海などの水のきれいさ 

２. 公共交通（バス、電車）の利用しやすさ 

３. まちの清潔さ（ごみの散乱がないなど） 

■悪くなった 

１. 自転車の利用しやすさ 

２. みどりの豊かさ 

３. まちの静かさ（騒音、振動がないなど） 
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２－７ 平塚市の望ましい環境 

問11 あなたは、平塚市の環境がどのようになるとよいと思いますか、下の「表：選択

肢」の「環境の状態」欄から、特に重要と思うものを３つ選び、記入欄に番号を記

入してください。 

12.7%

18.9%

29.5%

22.4%

17.2%

6.9%

7.6%

9.1%

5.6%

9.4%

36.7%

13.6%

6.3%

10.3%

20.0%

13.3%

8.9%

12.9%

5.4%

15.4%

2.8%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空気のきれいなまちになっている

川や海などの水がきれいになっている

騒音、振動、悪臭などがなく、快適な生活環境が確保されている

有害化学物質の不安がなく、安全な生活環境が確保されている

豊かな自然環境が守られ、生きものと共存している

里山が保全・再生され、自然とふれあう場がある

水辺の自然が再生され、水に親しめる場がある

農地が守られ、土とふれあう場がある

みどりのネットワークが広がり、うるおいとやすらぎのあるまちに

なっている

みどりや歴史的資源などと調和した魅力あるまちなみがある

ポイ捨てや不法投棄がなく、清潔できれいなまちになっている

環境共生型の都市整備が進んでいる

節電や省エネが徹底され、環境に配慮したライフスタイルが定着し

ている

再生可能エネルギーや省エネのための技術が普及し、快適な暮らし

ができる

ごみの減量、リサイクル、リユースが進み、循環型社会が実現され

ている

異常気象や熱中症などの気候変動による影響への不安が軽減されて

いる

地球温暖化防止に貢献する都市になっている

市民・事業者など一人ひとりが、環境保全のために主体的に活動し

ている

地域での環境保全活動や環境教育が活発に行われている

環境教育により、子どもの環境問題に対する関心が高まっている

重要と思うものが、上記にない場合は、( )内に記入してください

無回答

（n=889）

みどりのネットワークが広がり、

うるおいとやすらぎのあるまちになっている

節電や省エネが徹底され、

環境に配慮したライフスタイルが定着している

再生可能エネルギーや省エネのための技術が普及し、

快適な暮らしができる

ごみの減量、リサイクル、リユースが進み、

循環型社会が実現されている

異常気象や熱中症などの気候変動による

影響への不安が軽減されている

市民・事業者など一人ひとりが、

環境保全のために主体的に活動している

 

１. ポイ捨てや不法投棄がなく、清潔できれいなまちになっている 

２. 騒音、振動、悪臭などがなく、快適な生活環境が確保されている 

３. 有害化学物質の不安がなく、安全な生活環境が確保されている 
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２－８ 市の環境施策について 

問12 環境への取組を進めていくため、平塚市に対して、どのような施策を期待します

か。特に重要と思うものを３つまで選び、番号に○を付けてください。  

27.6%

6.2%

10.9%

6.0%

7.6%

6.7%

5.8%

9.4%

10.1%

6.1%

17.7%

5.2%

13.9%

8.0%

4.4%

6.5%

34.4%

20.4%

12.8%

17.1%

7.2%

2.7%

14.7%

11.9%

1.0%

7.1%

0.4%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進

地域における環境教育・環境学習の推進

自然に親しむ機会の提供

地域の歴史や文化の保全・継承

環境に関する情報の提供

地域や事業者の環境保全活動に対する支援

環境に配慮したライフスタイルの啓発

大気環境の保全対策の推進

河川の水質改善の推進

化学物質対策の推進

騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組

里山の保全・再生

川や海の自然環境の再生

農業の活性化

環境に配慮した農業（農薬の抑制など）の推進

みどりのネットワークや公園等の整備

ポイ捨てや落書きの無い、さわやかで清潔なまちづくりの推進

平塚らしい景観のあるまちづくりの推進

環境と共生するまちづくりのモデルとなる都市の形成

道路の改良や公共交通の利用促進

太陽光発電等の新エネルギーの導入促進

くらしや事業活動における環境への配慮の促進

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイク

ル）、適正処理の推進

不法投棄防止対策の推進

協働・連携のための体制づくり

国・県・周辺自治体との連携推進

その他

無回答

（n=889）

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイクル）、

適正処理の推進

 

１. ポイ捨てや落書きの無い、さわやかで清潔なまちづくりの推進 

２. 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進 

３. 平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 
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３ 事業者調査結果 

３－１ 事業者の属性 

● 主要業種       ● 従業員規模（平塚市内の事業所） 
農林水産業

2.2%
建設業

10.0%

製造業

22.2%

運輸業

6.7%

金融・保険業

6.7%
不動産業

1.1%

卸・小売業

20.0%

飲食業

2.2%

医療・福祉

7.8%

教育・学習支援業

2.2%

サービス業

13.3%

その他

1.1%

無回答

4.4%

（n=90）

10人未満

13.3%

10～29人

34.4%

30～49人

13.3%

50人～99人

13.3%

100～299人

11.1%

300人以上

12.2%

無回答

2.2%

（n=90）  
 

● 事業所の形態（平塚市内の事業所） ● 事業所の所在地 

事務所

（住居別）

37.8%

事務所

（住居併用）

3.3%

店舗（住居別）

13.3%
店舗（住居併用）

1.1%

工場

（住居別）

24.4%

工場

（住居併用）

1.1%

その他

8.9%

無回答

10.0%

（n=90）

海岸地区

8.9%

平塚地区

23.3%

大野地区

30.0%

豊田地区

7.8%

城島地区

3.3%

金田地区

1.1%

神田地区

4.4%

金目地区

3.3%

土沢地区

3.3% 旭地区

6.7%

無回答

7.8%

（n=90）  
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３－２ 環境に対する考えについて 

問１ 環境に対するお考えについてお聞きします。 

 特にそう思うものを３つまで選び、番号に○を付けてください。 

52.2%

53.3%

34.4%

38.9%

21.1%

38.9%

40.0%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全の取組を進めることは、企業の経営面にもメリットがある

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼし

ている

大量消費・大量廃棄型の企業経営や商品の製造を改めることは重要

である

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である

地域の人たちと協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境

教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供するこ

とが重要である

無回答

（n=90）

日常生活における一人ひとりの行動が、

環境に大きな影響を及ぼしている

地域の人たちと協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは

地域コミュニティの活性化にもつながるので重要である

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、

環境教育や環境学習が重要である

環境にかかわる情報を分かりやすく、

効率的・効果的に提供することが重要である

大量消費・大量廃棄型の企業経営や商品の製造を

改めることは重要である

 

 

１. 日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている 

２. 環境保全の取組を進めることは、企業の経営面にもメリットがある 

３. 環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供することが重要であ

る 
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問２ 環境への取組みの実施による経営的なメリット（利点）として、何を期待します

か。特にあてはまるものを３つまで選び番号に○を付けてください。 

42.2%

33.3%

52.2%

20.0%

11.1%

46.7%

21.1%

2.2%

35.6%

2.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生産性向上や経費削減につながる

顧客のニーズに応える

社会貢献をすることにより、企業のイメージが高まる

事業開拓や技術・製品開発につながる

社内の活力や人材育成に良い影響がある

環境に関する法規制を遵守する（コンプライアンス）

取引先からの要請に対応することができる

同業者間の取り決めに対応することができる

行政や地域住民との良好な関係の維持につながる

その他

無回答

（n=90）  

 

１. 社会貢献をすることにより、企業のイメージが高まる 

２. 環境に関する法規制を遵守する（コンプライアンス） 

３. 生産性向上や経費削減につながる 

 

問３ 省エネルギーの推進や節電、再生可能エネルギーの導入など、地球温暖化防止に

役立つ取組みについて、どのようにお考えですか。あてはまるものを１つ選び番号

に○を付けてください。 

自社ですでに

取り組んでいる

37.8%

自社で取り組める

ことから行動する

46.7%

他の事業者の

行動に合わせる

1.1%

今すぐ地球温暖化

の影響が及ぶわけ

ではないので、し

ばらく様子を見る

4.4%

わからない

6.7%

その他

2.2%
無回答

1.1%

（n=90）
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３－３ 事業所での環境配慮行動について 

問４ 事業所での環境配慮行動の実施状況についてお聞きします。 

 「現在の取組状況」について、あてはまるものを１つ選び、番号に○を付けてく

ださい。また、「現在の取組状況」で「2」と回答した方は、「今後の取組意向」

について、あてはまるものを１つ選び、番号に○を付けてください。 

47.8%

68.9%

63.3%

43.3%

38.9%

31.1%

57.8%

75.6%

72.2%

92.2%

11.1%

12.2%

5.6%

10.0%

18.9%

75.6%

91.1%

37.8%

75.6%

77.8%

40.0%

41.1%

44.4%

33.3%

36.7%

38.9%

65.6%

33.3%

23.3%

37.8%

73.3%

13.3%

36.7%

15.6%

5.6%

3.3%

3.3%

10.0%

1.1%

3.3%

11.1%

7.8%

2.2%

18.9%

8.9%

6.7%

2.2%

3.3%

4.4%

2.2%

10.0%

3.3%

5.6%

16.7%

5.6%

4.4%

6.7%

6.7%

14.4%

8.9%

1.1%

2.2%

1.1%

5.6%

4.4%

11.1%

7.8%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

5.6%

7.8%

11.1%

7.8%

5.6%

1.1%

5.6%

2.2%

1.1%

5.6%

21.1%

4.4%

11.1%

7.8%

2.2%

1.1%

1.1%

3.3%

2.2%

8.9%

2.2%

4.4%

12.2%

3.3%

2.2%

11.1%

1.1%

1.1%

2.2%

4.4%

2.2%

34.4%

30.0%

34.4%

22.2%

17.8%

4.4%

2.2%

17.8%

4.4%

3.3%

23.3%

24.4%

3.3%

15.6%

15.6%

28.9%

8.9%

3.3%

6.7%

3.3%

7.8%

20.0%

27.8%

44.4%

32.2%

18.9%

24.4%

31.1%

55.6%

62.2%

37.8%

5.6%

12.2%

2.2%

23.3%

35.6%

38.9%

54.4%

52.2%

11.1%

2.2%

24.4%

13.3%

11.1%

11.1%

5.6%

40.0%

32.2%

31.1%

13.3%

15.6%

58.9%

63.3%

57.8%

10.0%

51.1%

21.1%

25.6%

2.2%

4.4%

5.6%

4.4%

3.3%

2.2%

2.2%

2.2%

4.4%

2.2%

6.7%

5.6%

3.3%

3.3%

2.2%

3.3%

2.2%

4.4%

1.1%

1.1%

3.3%

2.2%

3.3%

1.1%

2.2%

2.2%

2.2%

1.1%

1.1%

2.2%

1.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大気、水質、騒音、振動など、環境に関する法規制等の最新情報を常に

入手し、対応する。

施設、設備の日常点検を徹底する。

施設や設備などを更新するときは、より低公害型のものを導入する。

公害防止のための従業員教育を徹底する。

有害化学物質の使用量削減や管理徹底に努める。

建設工事等では、低騒音・低振動型の建設機械の使用等により、騒音・

振動の軽減に取組む。

近隣住民等からの意見や苦情に対応する仕組みを整備し、誠意をもって

対応する。

オフィスなどで省エネ行動、節水行動を組織化して実践する。

エレベーター、空調設備、ＯＡ機器等のオフィス設備の省エネルギー化を

進める。

紙の両面使用や再生紙の利用に努める。

太陽光発電などの新エネルギーの導入を進める。

石油や都市ガスなどのエネルギー源から、熱や電気など複数のエネル

ギーを合わせて発生させるコージェネレーションの導入に努める。

深夜電力を活用した冷温水利用による水蓄熱システムなどの導入に努め

る。

雨水の利用や工場冷却水の再利用に努める。

工場や事業場の敷地内に透水性舗装や浸透枡、雨水貯留施設などを導

入する。

廃棄物の発生抑制、再資源化に取り組む。

分別回収ボックスの設置などにより、ごみの分別を徹底する。

「ごみ減量化・資源化協力店」に登録し、ごみの減量やリサイクルに取り組

む。

廃棄物管理票（マニフェスト）をもとに廃棄物の適正な処理を確認する。

エコドライブに努める。

クリーンエネルギー自動車の導入や利用を積極的に進める。

従業員の通勤には、公共交通機関や自転車を利用するよう呼びかける。

共同輸送や配送など、物流の合理化・効率化を図る。

工場・事業場の敷地内や建物の壁面・屋上等の緑化を推進する。

道路沿いの緑化や生垣の設置に努め、みどりのつながりを増やす。

地域で実施している美化活動に積極的に参加する。

工場・事業場の周辺の清掃などに積極的に取り組む。

長寿命化、リサイクル、省エネ等を考慮した製品の開発や提供に努める。

再生資源を使用した商品、再生可能な商品、詰め替え商品など環境に配

慮した商品を重点的に販売する。

過剰梱包・過剰包装をやめる。

部品、材料、オフィス用品などは、環境に配慮したものを購入する。

工場見学会の実施や環境報告書の発行等により、積極的に環境情報の

提供を行う。

従業員に対し、計画的に環境教育・研修を実施する。

里山保全活動等の市民活動団体の活動に参加する。

（n=90）

実施している 今後実施したい 今後も実施しない

わからない 該当しない 無回答

大気、水質、騒音、振動など、環境に関する法規制等の

最新情報を常に入手し、対応する。

建設工事等では、低騒音・低振動型の建設機械の使用等により、

騒音・振動の軽減に取組む。

近隣住民等からの意見や苦情に対応する仕組みを整備し、

誠意をもって対応する。

エレベーター、空調設備、ＯＡ機器等のオフィス設備の

省エネルギー化を進める。

石油や都市ガスなどのエネルギー源から、熱や電気など複数のエネル

ギーを合わせて発生させるコージェネレーションの導入に努める。

深夜電力を活用した冷温水利用による水蓄熱システムなどの

導入に努める。

工場や事業場の敷地内に透水性舗装や浸透枡、

雨水貯留施設などを導入する。

「ごみ減量化・資源化協力店」に登録し、

ごみの減量やリサイクルに取り組む。

再生資源を使用した商品、再生可能な商品、詰め替え商品など

環境に配慮した商品を重点的に販売する。

工場見学会の実施や環境報告書の発行等により、

積極的に環境情報の提供を行う。
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■実施している 

１. 紙の両面使用や再生紙の利用に努める。 

２. 分別回収ボックスの設置などにより、ごみの分別を徹底する。 

３. エコドライブに努める。 

■今後実施したい 

１. 太陽光発電などの新エネルギーの導入を進める。 

２. クリーンエネルギー自動車の導入や利用を積極的に進める。 

３. 地域で実施している美化活動に積極的に参加する。 
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３－４ 再生可能エネルギー・省エネルギー設備・機器の導入について 

問５ 事業所での省エネ・CＯ2 削減に役立つ機器・設備等の導入についてお聞きしま

す。「現在の導入状況」について、あてはまるものを1つ選び、番号に○を付けて

ください。 

 また、「現在の導入状況」で「２」と回答した方は、「今後の導入の意向」につ

いて、あてはまるものを1つ選び、番号に○を付けてください。 

52.2%

33.3%

33.3%

30.0%

14.4%

11.1%

32.2%

10.0%

1.1%

6.7%

32.2%

20.0%

14.4%

18.9%

5.6%

12.2%

17.8%

7.8%

7.8%

4.4%

5.6%

4.4%

10.0%

6.7%

13.3%

1.1%

1.1%

16.7%

6.7%

12.2%

6.7%

10.0%

12.2%

11.1%

4.4%

4.4%

8.9%

11.1%

16.7%

4.4%

6.7%

3.3%

10.0%

16.7%

13.3%

23.3%

38.9%

43.3%

27.8%

38.9%

41.1%

37.8%

18.9%

12.2%

20.0%

3.3%

38.9%

18.9%

27.8%

36.7%

25.6%

36.7%

25.6%

35.6%

32.2%

32.2%

15.6%

58.9%

55.6%

4.4%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高効率照明（LED 照明）

省エネ型冷蔵・冷凍機

高効率空調機

ノンフロンの空調、冷蔵・冷凍庫

高効率給湯器

太陽光発電システム

太陽熱温水器

建物の省エネ設備（断熱材や複数ガラス等による高断熱、高気密など）

建物のエネルギー管理システム（ＢＥＭＳ）

蓄電システム

緑のカーテン、壁面緑化

ハイブリット自動車、クリーンエネルギー自動車、電気自動車等

排ガスや排水の処理施設

排水の再利用システムなどの節水対設備

（n=90）

導入している 今後導入したい 検討中

今後も導入予定はない 該当しない 無回答

 

 

■導入している 

１. 高効率照明（LED 照明） 

２. 省エネ型冷蔵・冷凍機 

２. 高効率空調機 

■今後導入したい 

１. 高効率照明（LED 照明） 

２. ノンフロンの空調、冷蔵・冷凍庫 

３. ハイブリット自動車、クリーンエネルギー自動車、電気自動車等 
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■検討中 

１. 高効率照明（LED 照明） 

１. ハイブリット自動車、クリーンエネルギー自動車、電気自動車等 

３. 省エネ型冷蔵・冷凍機 

 

 問６ 問５の「今後の導入意向」で、「２」又は「３」のいずれかの回答をした方に

お聞きします。「検討中」「今後も導入予定はない」とお答えの理由として、最もあ

てはまるものを１つ選び、番号に○を付けてください。 

 

導入のメリットが

よくわからない

10.0%

導入が可能なの

かわからない、

判断がつかない

27.1%

効果に比べて

価格が高い

32.9%

補助金・税優遇措

置の利用の仕方が

わからない

2.9%

導入できる場所

や施設がない

12.9%

その他

10.0%

無回答

4.3%

（n=70）
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３－５ 市の環境施策への要望 

問７ 市内事業者による環境への取組を進めていくため、平塚市に対してどのような支

援を期待しますか？ 

   特に期待するものを３つまで選び、番号に○を付けてください。 

36.7%

2.2%

53.3%

5.6%

14.4%

5.6%

8.9%

11.1%

6.7%

18.9%

7.8%

10.0%

5.6%

55.6%

3.3%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境配慮行動に関するノウハウや情報の提供

環境配慮行動に詳しい人材の紹介

環境に配慮した設備改善や新エネルギー導入のための助成

環境マネジメントシステム（ISO14001 等）取得の支援、情報提供、

研修実施

環境配慮行動に関する相談窓口の設置

環境配慮行動に関する従業員の環境教育のための講師派遣

環境配慮行動に積極的に取り組んでいる事業所のPR や表彰

環境に配慮した地域活動を行うための場づくり

環境配慮行動に取り組む事業者間のネットワークづくり

環境配慮行動の推進に関する市民・事業者・行政の協力体制の整備

環境配慮行動に関する市独自の規制の強化

環境ビジネスの起業・育成のための支援（融資、情報提供、広報・

PR 等）

環境ビジネスの市場開拓に関する支援（環境配慮型製品やサービス

の広報・PR 等）

低燃費自動車や電気自動車などのクリーンエネルギー自動車導入の

ための助成

その他

無回答

（n=90）

環境マネジメントシステム（ISO14001 等）取得の支援、

情報提供、研修実施

環境ビジネスの起業・育成のための支援

（融資、情報提供、広報・PR 等）

環境ビジネスの市場開拓に関する支援

（環境配慮型製品やサービスの広報・PR 等）

低燃費自動車や電気自動車などの

クリーンエネルギー自動車導入のための助成

 

 

１. 低燃費自動車や電気自動車などのクリーンエネルギー自動車導入のための助成 

２. 環境に配慮した設備改善や新エネルギー導入のための助成 

３. 環境配慮行動に関するノウハウや情報の提供 
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４ 団体調査結果 

４－１ 団体概要 

問２ 貴団体の活動分野（環境保全に限らない）についてお聞きします。活動分野につ

いて、あてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。また、活動の目

的や概要を記入してください。 

環境の保全

63.2%
社会教育の推進

10.5%

まちづくりの推進

5.3%

子どもの健全育成

5.3%

その他

5.3%

無回答

10.5%

（n=19）
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４－２ 団体の組織形態等 

問３ 貴団体の組織形態等についてお聞きします。それぞれの項目について、あてはま

るものを１つ選び、番号に○印をつけてください。 

● 組織形態       ● 会員数 

任意団体

68.4%

ＮＰＯ法人

（認証申請中

を含む）

10.5%

会社

（株式会社、

有限会社）

5.3%

個人

5.3%

その他

10.5%

（n=19）

１～４名

（個人での活動が主）

10.5%

５～９人

10.5%

10～29 人

36.8%

30～49 人

10.5%

50～99 人

21.1%

100 人以上

5.3%

無回答

5.3%

（n=19）  
 

● 会員の年齢層      ● 設立年数 

10 歳代以下

の人が多い

5.3%
40 歳代、

50 歳代の

人が多い

10.5%

60 歳代、70 歳代以上

の人が多い

73.7%

全年齢層に

わたりばら

ついている

10.5%

（n=19）

設立から

４年未満

10.5%

５～９年

26.3%

10～14 年

15.8%

15～19 年

26.3%

20 年以上

21.1%

（n=19）  

 

● 活動エリア 

平塚市内

57.9%

神奈川県内

31.6%

その他

5.3%

無回答

5.3%

（n=19）  
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４－３ 実施する環境保全活動 

問４ 貴団体は、団体の主たる活動として環境保全活動を行っていますか。あてはまる

ものを１つ選び、番号に○印をつけてください。 

 「２ 行っていない」の方は、問12へお進みください。 

行っている

89.5%

行っていない

10.5%

（n=19）
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問５ （問４が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 どのような環境保全活動を行っていますか。あてはまるものすべて選び、番号に

○印をつけてください。 

52.9%

29.4%

29.4%

23.5%

17.6%

5.9%

23.5%

29.4%

41.2%

5.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清掃・美化活動

緑化活動、植樹活動、花壇づくり

河川や海岸の保全活動

自然や生物の保護活動

農地、里山の保全

生活環境の保全

ごみ減量・リサイクル

地球温暖化防止、省エネルギー、再生可能エネルギー

環境教育・環境学習

環境全般

その他

無回答

（n=17）  

１. 清掃・美化活動 

２. 環境教育・環境学習 

３. 緑化活動、植樹活動、花壇づくり 

３．河川や海岸の保全活動 

３．地球温暖化防止、省エネルギー、再生可能エネルギー 
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問６ （問４が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 環境保全に関わる活動の実施形態や方法は、どのようなものですか。あてはまる

ものすべて選び、番号に○印をつけてください。 

88.2%

58.8%

47.1%

35.3%

47.1%

17.6%

52.9%

47.1%

47.1%

47.1%

5.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域での活動実践

啓発・情報提供

勉強会、講座などの開催

個人・団体等による活動支援

会員の自己啓発、技術等の向上

会員の趣味・余暇活動

会員の互助・親睦・交流

調査・研究

機関紙・情報誌の発行、ＨＰ等を通じた情報発信

関係官公庁・他団体等との連絡調整

その他

無回答

（n=17）  

１. 地域での活動実践 

２. 啓発・情報提供 

３. 会員の互助・親睦・交流 
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４－４ 他の団体・個人との連携 

問７ （問４が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 貴団体では、他の団体や個人と連携して環境保全活動を行っていますか。あては

まるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。 

 「２ 行っていない」の方は、問12へお進みください。 

行っている

82.4%

行っていない

17.6%

（n=17）
 

 

問８ （問７が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 他の団体・個人と連携して実施している環境保全活動は、どのような活動形態で

すか。あてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。 

情報交換

21.4%

実践活動の

共同実施

35.7%

施設・設備等

の貸与・借用

7.1%

無回答

35.7%

（n=14）
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問９ （問７が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 現在連携して環境保全活動を行っているのは、どのような団体・個人ですか。あ

てはまるものをすべて選び、番号に○印をつけてください。 

35.7%

50.0%

7.1%

28.6%

7.1%

57.1%

78.6%

35.7%

14.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会などの地縁組織

学校

事業者・事業者団体

有識者・専門家

マスメディア

ＮＰＯ・任意団体

市

県

その他

無回答

（n=14）  

１. 市 

２. ＮＰＯ・任意団体 

３. 学校 
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問 10 （問７が「１ 行っている」の方がお答えください） 

 問９でお答えいただいた他の団体・個人と連携する環境保全活動を、「今後も実

施したい」または「拡充していきたい」とお考えですか。あてはまるものを１つ選

び、番号に○印をつけてください。 

今後、実施や拡充

を行いたい

100.0%

（n=14）
 

問11 （問 10が「１ 今後、実施や拡充を行いたい」の方がお答えください） 

 どのような理由や目的で、他の団体・個人と連携する活動を「実施したい」また

は「拡充していきたい」とお考えですか。あてはまるものを１つ選び、番号に○印

をつけてください。 

活動内容の充実

を図るため

28.6%

会員の意識向上

を図るため

7.1%より広い視野で活動

を展開するため

35.7%

活動に参加する

スタッフの人数

確保のため

7.1%

無回答

21.4%

（n=14）
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問12 貴団体は、団体活動（環境保全活動に限らない）を行うにあたって、環境保全の

ために気を付けていることはありますか。あてはまるものをすべて選び、番号に○

印をつけてください。 

36.8%

36.8%

31.6%

42.1%

52.6%

15.8%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

用紙の節約に努めている

節電に努めている

リサイクルを行っている

活動場所周辺の清掃を行っている

移動には公共交通機関や自転車の利用、自動車の相乗り等を推進し

ている

その他

無回答

（n=19）

移動には公共交通機関や自転車の利用、

自動車の相乗り等を推進している

 

１. 移動には公共交通機関や自転車の利用、自動車の相乗り等を推進している 

２. 活動場所周辺の清掃を行っている 

３. 用紙の節約に努めている 

３．節電に努めている 
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問 13 貴団体は、今後、新たに他の団体・個人と連携して環境保全活動を行ったり、環

境保全に関する情報を得たいとお考えですか（既に他の団体・個人と連携して実施

して環境保全活動を行っている団体の方は、新たに別の団体や個人と連携をしてい

きたいかお答えください。）。あてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてくだ

さい。 

 「２ 行いたくない」の方は、問15へお進みください。 

行いたい

78.9%

行いたくない

21.1%

（n=19）
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問 14 （問 13が「１ 行いたい」の方がお答えください） 

 新たに連携して環境保全活動を行いたいのは、どのような団体・個人ですか。あ

てはまるものをすべて選び、番号に○印をつけてください。 

60.0%

46.7%

26.7%

46.7%

13.3%

40.0%

66.7%

40.0%

6.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町内会などの地縁組織

学校

事業者・事業者団体

有識者・専門家

マスメディア

ＮＰＯ・任意団体

市

県

その他

無回答

（n=15）  

１. 市 

２. 町内会などの地縁組織 

３. 学校 

３．有識者・専門家 
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４－５ 今後の環境保全活動の実施について 

問15 貴団体では、今後、環境保全活動を行っていきたいとお考えですか。既に環境保

全活動を行っている団体は、今後、環境保全活動を継続・発展させていきたいです

か。あてはまるものを１つ選び、番号に○印をつけてください。 

行いたい

94.7%

行いたくない

5.3%

（n=19）
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問 17 （問 15が「１ 行いたい」の方がお答えください） 

 貴団体では、今後、環境保全活動を新たに始めたり、継続・発展させていく上で、

どのようなことが課題になるとお考えですか。あてはまるものすべて選び、番号に

○印をつけてください。 

83.3%

50.0%

55.6%

33.3%

33.3%

38.9%

16.7%

16.7%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動に参加するスタッフ人数の確保

団体会員やスタッフの育成

会員数の増加

活動内容の充実

団体の活動の情報発信・ＰＲ

他団体・個人との連携・協力

活動場所の確保

その他

無回答

（n=18）  

１. 活動に参加するスタッフ人数の確保 

２. 会員数の増加 

３. 団体会員やスタッフの育成 
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４－６ 市の環境施策について 

問18 （問 15が「１ 行いたい」の方がお答えください） 

 貴団体が活動を行っていく上で、行政に何を求めますか。あてはまるものをすべ

て選び、番号に○印をつけてください。また、それぞれの具体的な内容についても

ご記入ください。 

38.9%

38.9%

61.1%

44.4%

22.2%

33.3%

38.9%

11.1%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全についての情報の提供

活動場所・機会の提供

活動費などの支援

他団体や企業等との連携支援

貴団体の取り組みの紹介・ＰＲ

環境保全について知る機会の提供（講演会、シンポジウム、勉強会

等の開催）

環境保全についての対話の機会の提供

その他

無回答

（n=18）

環境保全について知る機会の提供

（講演会、シンポジウム、勉強会等の開催）

 

１. 活動費などの支援 

２. 他団体や企業等との連携支援 

３. 環境保全についての情報の提供 

３．活動場所・機会の提供 

３．環境保全についての対話の機会の提供 
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問1９ 市では、市内で様々な分野の環境活動に取り組んでいる人たちの集まりとして、

環境保全活動に取り組む市民のネットワーク作りを目指し、「ひらつか環境ファンク

ラブ」を設立しています。貴団体の参加のご意向について、あてはまるものを１つ

選び、番号に○印をつけてください。 

既に環境ファン

クラブに登録し

ている

52.6%

知っていたので、今後、

環境ファンクラブへの登

録を検討してみたい

5.3%

知らなかったが、

今後、環境ファン

クラブへの登録を

検討してみたい

21.1%

知らなかったし、

今後も環境ファン

クラブに登録しよ

うと思わない

5.3%

わからない

5.3% その他

5.3%

無回答

5.3%

（n=19）
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問 20 環境への取組を進めていくため、平塚市に対して、どのような施策を期待します

か。特に重要と思うものを３つまで選び、番号に○を付けてください。  

47.4%

15.8%

21.1%

5.3%

5.3%

5.3%

0.0%

5.3%

10.5%

5.3%

0.0%

10.5%

21.1%

0.0%

0.0%

21.1%

10.5%

21.1%

15.8%

5.3%

10.5%

0.0%

5.3%

10.5%

10.5%

10.5%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進

地域における環境教育・環境学習の推進

自然に親しむ機会の提供

地域の歴史や文化の保全・継承

環境に関する情報の提供

地域や事業者の環境保全活動に対する支援

環境に配慮したライフスタイルの啓発

大気環境の保全対策の推進

河川の水質改善の推進

化学物質対策の推進

騒音・振動・悪臭・地盤沈下に対する取組

里山の保全・再生

川や海の自然環境の再生

農業の活性化

環境に配慮した農業（農薬の抑制など）の推進

みどりのネットワークや公園等の整備

ポイ捨てや落書きの無い、さわやかで清潔なまちづくりの推進

平塚らしい景観のあるまちづくりの推進

環境と共生するまちづくりのモデルとなる都市の形成

道路の改良や公共交通の利用促進

太陽光発電等の新エネルギーの導入促進

くらしや事業活動における環境への配慮の促進

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイク

ル）、適正処理の推進

不法投棄防止対策の推進

協働・連携のための体制づくり

国・県・周辺自治体との連携推進

その他

無回答

（n=19）

廃棄物の発生抑制・資源化（リデュース・リユース・リサイクル）、

適正処理の推進

 

１. 幼稚園・小中学校などにおける環境教育の推進 

２. 自然に親しむ機会の提供  

２. 川や海の自然環境の再生    

２．みどりのネットワークや公園等の整備 

２．平塚らしい景観のあるまちづくりの推進 


